
 

 
農）おくたま農産 代表理事組合長 小野寺勝義

                 

お蔭さまで大きなテョピラもなく収穫作業も大豆が残っておりますがだいぶ落ち着き安心 

しております。倒伏の圃場あり、ぬかるんだ圃場ありと作業にあたっていただいた皆様には 

大変苦労をおかけしました。今年は米の取引価格が高騰し世間はざわついておりますが 

無事秋を閉じようとしています。これから本格的に来年度の作付け計画の策定に入ります。 

今年１年の反省を踏まえながらこれからの農政や農地の在り方を考えながら進めてまいります。先月の農産だよりに挙げたように今だからこそ組合として

すべき事があるように感じます。今年も収穫感謝祭を開催いたします。 

組合員の皆様、地域の皆様にはおいでいただいて是非 (今年はこんなだったねヺ)なんて話が出来ればよいと考えます。 

 

 開催のご案内 

      収穫作業完了、今年も豊作に感謝し「収穫感謝祭」を開催しますので多数参加下さるようご案内申し上げます。 

      もち料理のお振る舞いや各地区から踊り等の協力を得ながら盛大に開催したいと存じますのでぜひ参加願いします。 

                                      開催日時  令和６年１２月８日（日）  

                                                開会：１１：００、懇親会：正午より、閉会１４：００ 

                                   開催場所  おくたま農産特設会場（倉庫） 

                                   開催内容  ヹ令和６年産こがねもちの振る舞い（あんこもちヹず～ねもち） 

                                           ヹ各地区からの踊り等の御披露 

                                           ヹ農産で加工した「味噌」ヹ「麹」と地元産野菜の即売会 

                                           ヹテョキソヺヹケヱノアヱ等の農機具の展示 

                                      その他  〇駐車場が少ないので親水公園等をご利用下さい。 
                                             〇寒い時期ですので防寒にご留意願います。 

 

 

 

 

  〈令和５年度の開催の様子〉 ①中日向シケチフ三味線   ②フルの踊りも披露      ③農機具の展示      ④味噌ヹ麹ヹ野菜等販売 

                

   
１０月１日から始まった稲刈り作業、今年は収穫時期に雨天が続き圃場条件が悪く作業が 

中止となったことも多々ありましたが、１０月３１日をもって刈取り作業が無事に完了 

いたしました。作業員の皆さんには大変ご苦労おかけしました。 

                作付面積 収量（玄米換算） 反収（10a 当り） 

       たわわっこ  ６５．４ha  ３３１，２８３ｋｇ  ５０６ｋｇ 

       つぶゆたか  ７９．１ha  ３５０，３４２ｋｇ  ４４２ｋｇ 

          計   １４４．５ha  ６８１，６２５ｋｇ  ４７１ｋｇ 

 

 

 

 

 

                                               〇ケヱノアヱエヘリヺソヺヹ籾運搬員の皆さん御苦労さまでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        〇広い田んぼ、狭い田んぼ、ぬかった田んぼ、稲が倒れた田んぼ、雑草の多い田んぼなどなどご奮闘いただきました。 
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ＷＣＳ（ベヺラキルチフコアリヺザ）および 稲わらを畜産農家へ供給 
 

   ＷＣＳは７０本/3５０ｋｇ、稲わらョチフは 
１， ０００本/200ｋｇを超える数量を畜産 
農家に供給しました。 

   ＷＣＳの場合   ※籾が付いてる状態のまま 
     (1.1ha)       刈取りヹ梱包ヹョチフし 

                発酵させる（コアリヺザ） 

                 

                                     専用の機械で刈取りヹ梱包の同時処理            ョチヒヱギ 

 

 

稲わらの場合 

 

 

 

 

               稲刈りにより稲わら排出      稲わらを集める           梱包             ョチヒヱギ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   〇室根山とョチフされた稲わら（絵画のようにしてみました。）  〇地元畜産農家へ供給        〇良質な畜産物が生産されます。 

 

  （ヨャイベイ：２４．４ha） 
 

  本年度最後の収穫、大豆刈取り作業が始まりました。 

  今年は播種以降好天に恵まれ順調に経過したものの 

  夏からの高温、秋になっても気温が下がらないなど 

  収穫時期が遅れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    編集後記 
 

 おくたま農産の収穫作業も大豆収穫のみと 

                                                      なりました。今年は高温が続くなど苦労の多い年 

                                              でしたが、最後まで事故の無いよう安全作業で 

                                              お願いします。 
                                                   PS 朝晩が急に冷え込んできました。 

  １１月１７日（日）奥玉民芸大会会場にて                   風邪をひかないようご自愛願います。 

  「味噌」・「麹」を販売します。 

  ご利用をお願いします。                        （担当 菅原） 

   収穫感謝祭でのご利用もお待ちしています。 

加工部だより 


